
外国語指導助手との“ ”活動に関する考察

．は じ め に

中学校，高等学校を問わず，近年の英語教室において

日本人英語教員（ ）が外国語指導助手（ ）と協

同して授業を行うこと（ティーム・ティーチング）は，

珍しい光景ではなくなっている。語学指導等を行う外国

青年招致事業として昭和 年に始まった プログラ

ムは，最近では，年に 名を超える を国内に招

致している（ プログラム基本問題検討会， ）。

実際，筆者の勤務校においても が年に数回，訪問

し， とティーム・ティーチングを行っている。

このように，最近では，それぞれの地域や学校で生徒

が と接することが多くなり， 外国語を通じて，

言語や文化に対する理解 （文部省， ）を深められ

る機会も多くなった，と考えられる。しかしながら，

プログラムに関しては，様々な問題点も指摘されて

いる。例えば，久島（ ）は， が訪問する学校

の同一学級への 年間の指導回数に関して，道内におけ

る各市町村の教育委員会を対象とした調査において，

回以上 と 回未満 の回答率が拮抗し，学校による

の活用の差が顕著であった，と報告している。また，

道東におけるティーム・ティーチングのあり方に関し

て，卯城（ ）は，釧路および根室，十勝管内の教育

局，または，市町村内教育委員会に所属する全ての

を対象にアンケート調査を行った。結果は，広範

な地域に点在する多くの郡部小規模校を，年に数回ずつ

のワン・ショット形態 での訪問であるため，体系的な

指導が出来ず，生徒の 伸び を実感することが出来な

い，と指摘している。

本論では，このような先行研究を背景に，筆者が勤務

している道北の宗谷管内における の勤務形態につ

いて，文献による調査を行った（北海道教育庁宗谷教育

局， 北海道教職員組合， ）。また，道内の離

島にある高等学校に訪問する の勤務形態や活用に

ついても，聞き取り調査を行った。そして，この つの

調査から明らかになったワン・ショット形態による

の勤務形態と，ゲーム的な要素を含んだ単発（

レッスン完結）のコミュニケーション活動が多く行われ

ている現状において，どのような活動を継続的に行えば，

現在の学習指導要領の最重要課題である 実践的コミュ

ニケーション能力 を高められるのであろうか。ここで

は，筆者の勤務校で行った 活動を詳細に報

告する。それによって，ワン・ショット形態による訪問

において をどのように活用し， 実践的コミュニ

ケーション能力 を高めることが出来たのかを，アンケー

トの評価も含めて考察する。

．宗谷管内における の勤務形態

現在の宗谷管内は，稚内市，豊富町，浜頓別町，中頓

別町，枝幸町，礼文町，利尻町，利尻富士町，猿払村の

市 町 村体制である 。

宗谷管内の教育局，および各教育委員会に在籍してい

る の数は，北海道教職員組合（ ）によると，

表 の通りである。豊富町，利尻町，利尻富士町，猿払

村の 町 村には，教育委員会に が在籍していな
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いことが分かる。

また，北海道教育庁宗谷教育局（ ）によると，宗

谷管内には，小学校が 校，中学校が 校，そして，高

等学校と養護学校が合わせて 校ある（表 参照）。そ

のうち，宗谷管内の小中学校に関しては，全ての学校で

へき地の指定を受けている。各学校の学級数は，小学校

が 学級，中学校が 学級，高等学校が 学級である。

このようなデータから，宗谷管内に関しても，久島

（ ）が指摘するように， が訪問する学校の同

一学級への指導回数は，あまり多くないと考えられる。

また，近年，中学校や高等学校への の訪問回数が

減ってしまう他の要因として，小学校における総合的な

学習の時間が挙げられる。とりわけ，この時間を活用し

て， が小学校を訪問し，国際理解分野の一環とし

て英会話を学習する機会が増えている（金森， ）。

さらに，卯城（ ）が指摘するように，道東と同じよ

うに，道北も広範な地域に学校が点在しているため，ど

うしてもワン・ショット形態の訪問になってしまう傾向

がある。

．離島の高等学校における の勤務形態と
活用

北海道の離島には，南から北海道奥尻高等学校，北海

道天売高等学校，北海道利尻高等学校，そして，北海道

礼文高等学校の つがある。道立の高等学校では，毎年，

年度の初めに， が の派遣日程に関して希望日

を用紙に記入し，それを教育局に提出する。そして，

月頃に，派遣日程が決まる仕組みになっている。ここで

は，離島の高等学校における， の勤務形態や活用

がどのようになっているのかを，それぞれの学校の ，

あるいは，教育局に在籍する に聞き取り調査を

行った 。以下に， 高等学校， 高等学校というよう

にして，その概要を示す。

高等学校では，教育局から 年に 回（どちらも

日日程で）， が派遣された。この学校は，市町村

立であるため，教育局に所属している の他に，町

の教育委員会に所属している が，冬期間を除いて，

ヶ月に 回程度，訪問していた。授業は， が主

に考えたコミュニケーション活動を行っていた。

高等学校では，教育局から 年に 回， が派

遣された。訪問の 週間前に， が教育局にレッス

ン・プランを送付している。この学校では，習熟度別展

開を行っているため， の加配を受けており， ク

ラスを 展開に分け，少人数で あるいは， が

考えたコミュニケーション活動を行っていた。 回の訪

問につき， 日日程で来るため， は， つのクラ

スで ， 回の授業を と行っていた。

高等学校では，教育局から 年に 回（ 回の訪問

につき， 日日程で）， が派遣された。訪問の

週間前に， が教育局にレッスン・プランを送付し

ている。この学校では，主に教科書の内容に関して，

に音読練習や内容に関する質問を生徒にさせてい

た。

高等学校では，教育局から 年に 回（ 回の訪問

につき， 日日程もしくは 日日程で）， が派遣

された。訪問の 週間前に， が教育局にレッスン・

プランを送付している。この学校では，主に が考

えたコミュニケーション活動を行っていた。また， 日

日程で訪問する時は， つのクラスで ， 回の授業を

行う事ができるので，プレゼンテーションなどを含むコ

表 宗谷管内に在籍している の数

所 属 機 関 人 数

北海道教育庁宗谷教育局 人

稚内市教育委員会 人

中頓別町教育委員会 人

歌登町教育委員会 人

枝幸町教育委員会 人

浜頓別町教育委員会 人

計 人

表 宗谷管内の各市町村における学校数

市 町 村 小 学 校 中 学 校
高等学校
養護学校

稚 内 市 校 校 校

豊 富 町 校 校 校

猿 払 村 校 校 校

浜 頓 別 町 校 校 校

中 頓 別 町 校 校 校

歌 登 町 校 校 校

枝 幸 町 校 校 校

礼 文 町 校 校 校

利 尻 町 校 校 校

利尻富士町 校 校 校

計 校 校 校



外国語指導助手との“ ”活動に関する考察

ミュニケーション活動を行っていた。

以上， つの高等学校における の勤務形態と活

用に関しての概要を示した。ここでは，上記の 点につ

いて考察を加える。勤務形態に関しては， つの学校と

も， 回の訪問で， 日，もしくは， 日日程の滞在と

なるため，ワン・ショット形態での訪問となっている。

また，活用に関しても， 回の授業で完結するコミュニ

ケーション活動が多いようである。各高等学校における

特徴的な取り組みとして，例えば， 高等学校では，教

育局，あるいは，町教委に所属している 人の か

ら生徒が授業を受けることができ，彼らにとって良い刺

激を与える事ができると考えられる。また， 高等学校

では， 高等学校の 倍にあたる 回も が訪問し

ている。とりわけ，この学校では， の加配を受け

ており，きわめて少ない人数での授業が可能であるため，

と英語を話す機会が多いと推察される。

．ワン・ショット形態における英語活動の実践

． 実践的コミュニケーション能力 を高める活

動とは

先に述べた通り，宗谷管内の各学校，および，離島の

高等学校では，ワン・ショット形態による の訪問

が多い傾向にある。この形態では，ゲーム的な要素を含

んだコミュニケーション活動が多くなってしまう，と考

えられる（横山， ）。それでは，この形態において，

現在の学習指導要領の最重要課題である 実践的コミュ

ニケーション能力 を育成するには， 話すこと ， 聞

くこと ， 読むこと ， 書くこと の つの技能が関連

しあうコミュニケーション活動を，どのように行えばよ

いのだろうか。また，ワン・ショット形態による

の訪問において， クラス当たり ， 時間という非常

に制約された訪問の中で，実際に，生徒がコミュニケー

ション活動を行い， に英語を発信し，それに関し

て と英語で話し，そして，その活動を評価しても

らう，という有意義な活動をするには，どうしたらよい

のであろうか。

ここでは，以上に述べた点を踏まえ，筆者の勤務校で

行った実践である 活動について説明する。

． 活動について

活動とは，藤井・イヴァン（ ）によ

ると， 自分の好きな絵や写真，身の回りの物などを見

せて（ ），それについて英語で語る（ ）活動

（ ）と定義されている。 活動は，スピー

チの準備練習となり，英語の授業でもよく取り扱われて

いる。また，この活動において，発表者は 書くこと ，

話すこと の技能を伸ばす事が可能であり，他の生徒

は 聞くこと ，質問すれば 話すこと ，発表内容を要

約すれば 書くこと の技能が伸ばせる，と言った 技

能が相互に関連しあうコミュニケーション活動となる利

点を持つ。

． 普通科の英語 と英語 における

活動の実践

実際に，筆者の勤務校で行った 活動の実

践について述べる。ここでは，平成 ， 年度の普通科

の英語 と で行った実践について，典型的な

活動と，コラージュ の用法を用いた

活動について説明する。

． ． 普通科の英語 における 活動

前節でも述べたように，ワン・ショット形態で

とティーム・ティーチングを行いながらも，最大限の教

育効果が発揮できるように，英語 において

活動による実践を行った。この時は， 人 人の生

徒が身の回りの物や写真，あるいは，絵などを持って来

て，自己紹介も兼ねて に紹介をする，という課題

にした。

生徒は，利尻町，利尻富士町の観光名所，それぞれの

役場，特産品，自分の家，中学校時代の写真，好きな歌

手，好きな俳優の写真などについて活動で紹介した。

授業は， 時間の計画で行った。具体的に，最初の

時間目は， 活動で発表する物について，英

語でどのように説明すればよいかを，日本語で文章化し

て考えさせた。

次の 時間目は， と一緒にティーム・ティーチ

ングを行い，日本語を英語に直す指導や，発音，暗唱の

指導を行った。

そして， 時間目には， がランダムに生徒 人

人を指名し，生徒は黒板の前に立ち，自分のお気に入

りの物，あるいは，写真を指さしながら英語で説明した。

その後， は，生徒が発表した物，あるいは，写真

について，生徒に英語で質問をした。筆者は，生徒への

質問をやさしい英語にパラフレーズしたり，英語で言っ

てみたい表現がどうしても分からない時に，日本語や英

語でヒントを与えたりして，支援を行った。

初めて行った 活動に関して，生徒は自分

のお気に入りの物を，英語で に説明する，という

こともあり，多くの生徒が一生懸命に取り組んでいた。

また，筆者にとっても，生徒 人 人が主役になり，自

由度の高い活動であり，非常に有意義であった。また，

にとっても，教科書の模範朗読やゲームといった

活動が授業では多数を占める中（久島， プ
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ログラム研究会， ），生徒が実際に興味を持ってい

る物や，中学校時代の修学旅行での思い出，町の観光名

所などを知ることができ， 対 で英語によるコミュニ

ケーション活動も行え，有意義であると述べていた。

． ． 普通科の英語 におけるコラージュの用法

を用いての 活動

平成 年度の普通科の英語 で行った 活

動が， ， ともに好評だったので，平成 年度

の普通科の英語 においても， 活動をする

ことを決めた。英語 で行った時は， 時間で活動を完

結し，あまりにも窮屈すぎたので，今回は 時間計画で

行った（表 参照）。また，体系的な指導ができるように，

滝口（ ）の英語コレクションを参考にしながら，見

学旅行をテーマにして活動を行った。さらには，活動を

つの観点から 段階評価を行うようにするとともに，

アンケートを実施し，生徒からも授業評価をしてもらっ

た。

最初の授業では， の訪問時に新たな

活動を行うと説明し， 枚のプリントを配布した。

そのプリントは，見学旅行特別課題（英語コレクション）

であり，広島，京都，東京の様々な観光名所において，

英語で書かれているパンフレット，掲示板，お便りなど

の中から，最低 つのものを収集するように指示した（資

料 参照）。具体的に，生徒は，広島平和記念資料館，

清水寺，金閣寺，ユニバーサル・スタジオ・ジャパン，

東京ディズニーランド， のパンフレットなどを収集

していた。

そして，最初の 時間ぐらいかけて，生徒に サイ

ズの画用紙を配布し，ハサミ，ノリ，マジックなどを利

用し，見学旅行で持ち帰ったパンフレットなどを自由に

切り，画用紙に貼り付ける作業であるコラージュを行わ

せた。

授業計画の ， 時間目には，ほとんどの生徒がコラー

ジュを完成させていたので，スピーチの原稿作りと暗唱

の練習を始めた。スピーチの原稿を作る前に，サンプル

を載せたプリントを生徒に配布した（資料 参照）。そ

のプリントでは，スピーチの始めの表現と，終わりの表

現については，筆者が指定した。その他の表現について

は，コラージュに貼ってある絵から，生徒が表現を考え

た（資料 ， 参照）。

授業計画の ， 時間目には， が筆者の勤務校

を訪問し，生徒が順番に の指名により，黒板の前

に立ち，クラス全体に向かって画用紙を指しながらス

ピーチを始めた。そして，スピーチが終わると，

より，コラージュに関して質問を受け，それに答えてい

た。今回は，英語 で行った活動とは異なり，生徒の学

習意欲を高めるため， 発表に対するプレゼンテーショ

ン ， コラージュの質 ，そして， 積極性 という つ

の観点から 段階で に評価をお願いした。最後に

は， からプレゼンテーションのコツを含め，

活動についての講評を頂いた。

全員が 活動の発表が終わった後に，この

活動を振り返るため，アンケートを実施し，生徒から授

業評価を受けた。本アンケートは， つの質問項目と自

由記述からなるものであり，質問項目については，以下

の通りで，それぞれ 段階で評価をさせた。

あなたはこの活動に積極的に参加したと思います

か。

あなたはこの活動について楽しかったですか。

あなたはこの活動について，コラージュを作成し

たり，スピーチを作成したりする時間は，十分に取

られていたと思いますか。

あなたはこの活動で，英語の力を高めることが出

来たと思いますか。

今後も，このようなコラージュのような作業を含

む活動を行っていけばよいと思いますか。

教師は，この活動について分かりやすく説明や指

示を行っていましたか。

教師は熱意を持って授業に望んでいましたか。

結果は，表 の通りであった。質問項目 ， ， に

関しては， ， の評価が ％を越えており，生徒は，

活動に積極的に参加し，楽しんでいたこと

が分かる。また，英語 で行った時と比べて，活動時間

に余裕を持たせたので，質問項目 に関しては， ％以

上の生徒が，十分な活動時間があると評価した。また，

表 英語 の 活動における授業計画

計画時数 活 動 内 容

見学旅行特別課題（英語コレクション）に
ついての説明

パンフレットなどを画用紙に貼り付けるコ
ラージュの作業

スピーチの原稿作り
暗唱の練習

人ずつ， とクラス全体に発表
による質問と評価

アンケートによる授業評価

注 は，計画時数の 時間目を示す
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質問項目 に関しては， ％近くの生徒が，この活動は

技能が相互に関連しあう活動であったため，英語の力

を高めることが出来たと評価した。さらに，質問項目

に関しては， ％以上の生徒が，今後もこの活動を行い

たいと評価した。しかしながら， ％の生徒は，パンフ

レットを貼ったり，英語の表現を考えたりするのが億劫

なため，やりたくないと評価した。

横山（ ）は，道内の高等教育機関に在籍する学生

を対象に行った の授業に関する意識調査におい

て， の授業が楽しかった，あるいは，積極的に参

加していたと評価する学生が多かった，と報告している。

しかしながら，その楽しさ，及び，積極的な態度が，必

ずしも英語力の向上にはつながらない，と指摘をしてい

る。本アンケートでは，横山の調査結果とは逆に，質問

項目 ， にあたる授業への楽しさ，及び，積極的な態

度が，質問項目 にあたる英語力の向上にもつながるこ

とを示唆している。

次に，見学旅行をテーマとするコラージュの用法を用

いての 活動では，実践的コミュニケーショ

ン能力 を育成するのに，どのように 技能が相互に関

連しあっているかについて述べる。この活動では，前述

したように，発表者は 話すこと ， 書くこと ，聞き

手は 聞くこと の技能を伸ばすことが可能である。そ

れに加えて，今回は，英語で書かれたパンフレットやお

便りなどを，見学先で収集してくることを課題とし，画

用紙にそれらを貼り付けることを要求した。そのため，

パンフレットの資料を見たり，スピーチの原稿を考える

時に，その資料を参照したりしなければならない。ゆえ

に，典型的な 活動と比べて， 読むこと

の技能も必然的に伸ばすことになり， 技能が総合的に

高められる活動であると言える。

． 他のクラスにおける 活動の実践

前節では，普通科の英語 と英語 で行った つの

活動について説明した。ここでは，平成

年度の商業科 年生のオーラル・コミュニケーション

で行った実践と，普通科，商業科の 年生が履修できる

選択科目のオーラル・コミュニケーション で行った実

践について，簡略に述べる。

． ． 商業科のオーラル・コミュニケーション

における活動

商業科 年生では，普通科 年生と同様に，見学旅行

に行ったので，同じように見学旅行特別課題（英語コレ

クション）を与え，コラージュを行い，クラス 人 人

が黒板の前に立ち， とクラス全体にスピーチを

行った。

そして，商業科では，オーラル・コミュニケーション

で 活動を行ったので，全員のスピーチが

終わった後に，普段の授業で学習している通訳訓練法を

用いた学習を行った。具体的には，多くの生徒がスピー

チで用いた表現の中から 個の単語を選び，それらの単

語を日本語から英語へ，あるいは，英語から日本語へ瞬

時に変換させる練習を行った。もちろん，生徒の学習意

欲を高めるために，スピーチから学習した 個の単語は

定期考査に出題した。

． ． 普通科，商業科 年生の合同クラスによる

オーラル・コミュニケーション における活動

年生の選択科目であるオーラル・コミュニケーショ

ン は，普通科 名，商業科 名の計 人で行っている

クラスである。普通科，商業科とも， 年次までの履修

科目や修得単位が違うにもかかわらず，多くの生徒が意

欲的に 話すこと ， 聞くこと の技能を伸ばすという

目標を持って授業に参加している。

このクラスでも， の訪問に合わせて，

活動を行った。このクラスでは，

表 コラージュの用法を用いての 活動に
おけるアンケート結果（ ）

質問

項目

評 価

強く
思う

それなり
に思う

まあ
まあ

それなり
に思わない

強く思
わない

人 人 人 人 人

％ ％ ％ ％ ％

人 人 人 人 人

％ ％ ％ ％ ％

人 人 人 人 人

％ ％ ％ ％ ％

人 人 人 人 人

％ ％ ％ ％ ％

人 人 人 人 人

％ ％ ％ ％ ％

人 人 人 人 人

％ ％ ％ ％ ％

人 人 人 人 人

％ ％ ％ ％ ％
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というテーマを与え，典型的な

活動を行った。生徒が選んだテーマは，ボジョ

レーヌーボー，世界遺産，ディズニーキャラクター，渋

谷ガールズなど多岐に及んだ。また，少人数クラスの利

点を生かし， も つ，あるいは， つ以上の質問

を生徒に投げかけ，積極的にコミュニケーション活動を

行っていた。

．ま と め

本論では，道北の宗谷管内における の勤務形態

について，文献による調査を行った。また，離島にある

つの高等学校における の勤務形態と活用につい

て，聞き取り調査を行った。そして，この つの調査か

ら明らかになったことは，卯城（ ）が道東で行った

調査と同様に，宗谷管内，および，離島の高等学校にお

いても，ワン・ショット形態による の訪問が多い

ことである。従来から，ワン・ショット形態によるティー

ム・ティーチングでは，教科書とはほとんど関連性がな

い，ゲーム的な要素を含んだコミュニケーション活動に

偏りがちである，と指摘されている（ プログラム研

究会， ブランビー・和田， ）。

しかしながら，本論では，このような現状の中で，ワン・

ショット形態でありながらも，生徒が に英語を発信

する場面を確保し，その発信したものに がフィード

バックを与え，そして，評価する，という体系的な指導

を含めたコミュニケーション活動を報告した。この実践

の終わりに行ったアンケートによると， 活

動を積極的に，楽しみながら参加していた生徒が多かっ

た。そして，そのような生徒の多くが，この活動を通し

て英語力が向上し，今後も，このような活動を行いたい

と答えていた。これは， とのティーム・ティーチ

ングにおいて，楽しい という側面を含んだアティチュー

ドを高めるだけに終わらず，英語力（コンピタンス）の

向上につながること （横山， ）が，十分ではない

にせよ達成されているのではないか，と考えられる。

北海道は，広大な大地に数多くの学校が点在するため，

とりわけ，郡部では，へき地に指定される学校が多くな

る。そのため， の訪問が，ワン・ショット形態に

なってしまう傾向がある。しかしながら，この形態にお

いても， の活用やコミュニケーション活動につい

て，一工夫をすることによって， 実践的コミュニケー

ション能力 を育成する英語活動が可能である。最後に，

私達が住んでいる地域そのものについて，外部に発信で

きるような活動を，以下に提案する。

・生徒が住んでいる身近な地域ごとに，地域の歴史的

建物，特産品，特徴などを，ポスターやパンフレッ

トにまとめて，役場やフェリーターミナルなどの公

共の場所に置いてもらい，地域を宣伝する。あるい

は，外国人が来た時に，ポスターを使って説明する。

・外国との姉妹都市交流などにおいて，その地域に住

んでいる住民や学校の生徒と，電子メールなどで地

域のことなどについて，国際交流をはかる。

このような活動において，ワン・ショット形態で

が訪問する時に，生徒がポスター発表などを行い，

からアドバイスをもらい，さらにより良いものに

仕上げていく。このような事を実践することで，この形

態においても，最大限の教育効果が得られる事が可能で

ある，と考えられる。

注

が各学校に訪問する形態は，ワン・ショット，

レギュラー，ベース・スクールの三つに大きく区分す

ることができる（ブランビー・和田， ）。

平成 年 月現在，歌登町は，枝幸町に合併されて

いるが，本論では，特に断りがない限り，合併前のデー

タを示すことにする。

聞き取り調査に関しては，平成 年度の取り組みに

ついてである。

コラージュとは，広辞苑によると，近代絵画の技法

の つで，画面に紙・印刷物・写真などの切り抜きを

貼り付け，一部に加筆などして構成する貼り付け絵で

ある。
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資料

見学旅行特別課題（英語コレクション）

皆さんは，見学旅行中に様々な所（寺・観光名所・デパー
ト，など）に行きます。そして，皆さんが行く所では，様々
な英語で書かれた掲示，パンフレット，お便り，などを目
にすることでしょう。
そこで，課題です。

見学旅行中に， つ以上，英語で書かれたものを手に
入れて下さい。
例 パンフレット

英語の掲示を写真などで取ってきてもいいです。
その他

見学旅行から戻って来た後の授業で，画用紙に，皆さん
が持ってきたものを貼って，英語で説明したり，日本語に
直したりします。

資料

見学旅行スピーチ原稿の作成要綱

画用紙に様々なパンフレットや写真を貼って完成させた
（コラージュ）を 先生が来た時に， 秒から

分で説明してもらいます。そのために，スピーチの原稿
を作りましょう

まず，説明したいことについて，物語を書くように
日本語で書いてみましょう
次に，日本語を英語に直しましょう （辞書や先生

にアドバイスをもらって下さい）
英語の原稿が出来たら，清書をして，文章を暗唱で
きるようにしましょう

ちなみに，スピーチの初めと終わりは，このように言っ
て下さい。

初め

続きは考えて下さい。

終わり
言いたいことが終わったら

付 録
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（ 先生，みなさんこんにちは。私の名前は江草千春で
す。）

（見学旅行の思い出について紹介します。）

（ 月 日から 日まで，広島，京都，東京に行って来ま
した。）

（広島では，最初に広島平和記念資料館に行って来ました。）

（おじいさんから，原爆体験についての悲しい話を聞きま
した。）

（時計が貼られている所を指す）
（こちらを見て下さい。）

（この時計は，原子爆弾が落とされた 時 分を指しています。）
（ のパスポートを指さす）

（次にこちらを見て下さい）

（これは，東京ディズニーランドの 日フリーパスポート
です。）

（ は，初めて行きました。）

（私は，スペース・マウンテン，ビッグサンダー・マウン
テン，スプラッシュ・マウンテンの つのマウンテン系の
乗り物に乗りました。とてもファンタスティックでわくわ
くしました。）

（以上で終わります。ご静聴ありがとうございました。）

資料

活動のスピーチの原稿

生徒 の作品

資料

活動のスピーチの原稿

生徒 の作品



外国語指導助手との“ ”活動に関する考察

写真 生徒のコラージュ作品

写真 生徒のコラージュ作品

写真 発表の様子

写真 発表の様子




